
集団胃がん検診を受診される方へ

下記に該当がある方は、検診受診について事前に主治医またはかかりつけ医に
ご確認ください。
なお、検診担当医の判断で当日検診を実施できない場合がありますので、ご了
承ください。
・腸閉塞や腸捻転、大腸憩室炎として治療を受けたことがある方 
・食道・胃・大腸・小腸の外科的手術を受けて1年以内の方 
（ポリペクトミーなどの内視鏡治療の場合は術後3ヵ月以降なら可）
・肝臓・膵臓・胆嚢・婦人科などの手術を受けて6か月以内の方 
・炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎・クローン病）で治療している方 
・脳血管障害（一過性脳虚血発作、脳梗塞など）の既往があり一年以内に発作
 があった方
・水頭症で脳室-腹腔シャント（V Pシャント)が施行されている方
・インスリンポンプや持続グルコース測定器を使用している方（外せる場合は可）

下記に該当する場合は、検診担当医の判断で当日検診が実施できない場合が
ありますのでご了承ください。
・当日の段階で３日以上便が出ていない。もしくは便の出が悪かった方
・過去にバリウム検査にて誤嚥をしたことがある方。または、日常において誤
 嚥しやすい方 

下記に該当する方は集団胃がん検診は受診できませんのでご了承ください。
・検査当日の体重が 125 kg 以上の方
・妊娠中または妊娠の可能性がある方

下記項目に該当される方は、集団検診で胃がん検診を「受診できない」
または「受診できない可能性」がありますのでご了承ください。

下記に該当がある方は集団検診の胃がん検診は受診できません。
該当される方は検診受診について主治医またはかかりつけ医にご相談ください。
・消化管の閉塞・穿孔またはその疑いがある方
・消化管出血（吐血・血便）や強い腹部症状（腹痛）がある方
・過去にバリウム検査でアレルギー症状（蕁麻疹・息苦しさ・発疹など）がで  
 たことがある方
・おひとりで立てない、運動障害で体位変換が困難、握力の弱い方、嚥下障害、
 めまい疾患で検査当日に症状がある方、四肢に重度の麻痺・疼痛がある方
・心臓病・腎臓病・透析治療中で水分制限がある方


